
 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

近年、企業経営の持続可能性を考慮することで投資リスクを軽減する ESG 投資が広がっ

ています。生物多様性国家戦略においても、ネイチャーポジティブ経済の実現に向け、

ESG 投資を推進しています。 

ESG 投資とは、環境（Environment)、社会（Social)、企業統治（Governance)という非

財務情報を考慮して行う投資を指します。 

例えば、諸外国においては、地球温暖化の原因となる CO2を大量に排出する石炭火力発

電所の建設が中止となる事例なども出ているほか、生物多様性に与える影響を評価して投

資する動きも始まっています。 

下図のとおり、ESG 投資に賛同する投資家は年々増加しており、日本においてもこの流

れが進んでいます。今後、自然環境に配慮又は貢献する取組がより一層評価される時代に

変化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任投資原則（PRI9）に基づく ESG 投資の成長 

（出典：PRI ウェブサイト） 

ESG投資について 
ム

ラコ


